
日
本
そ
し
て
先
進
国
で
は
初
め

日
本
そ
し
て
先
進
国
で
は
初
め

先先進進国国初初初！！日日本本初初！

日
本
そ
し
て
先
進
国
で
は
初
め

て
『
能
登
の
里
山
里
海
』（
羽
咋

市
以
北
）
が
世
界
農
業
遺
産
に
認

定
さ
れ
た
（
世
界
で
12
地
域
目
）。

認
定
さ
れ
た
一
番
の
要
因
は
、
能

登
の
人
た
ち
が
能
登
の
里
山
里
海

を
愛
し
、
昔
か
ら
あ
る
伝
統
や
風

習
、
文
化
を
大
切
に
守
っ
て
き
た

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

能
登
の
人
た
ち
は
、
日
常
生
活

か
ら
身
近
な
里
山
里
海
の
利
用
保

全
に
尽
く
し
、
伝
統
や
風
習
を
守

り
、
そ
し
て
付
加
価
値
を
高
め
、

世
界
に
誇
れ
る
里
山
里
海
を
形
成

し
て
き
た
。
国
連
食
糧
農
業
機
関

（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）
の
パ
ル
ヴ
ィ
ス
・
ク
ー

ハ
フ
カ
ン
水
資
源
部
長
は
「
こ
れ

ほ
ど
、
自
然
や
産
業
、
伝
統
が
融

合
し
、
す
べ
て
の
も
の
が
自
然
美

と
し
て
残
る
地
域
は
世
界
で
も
少

な
い
。『
能
登
の
里
山
里
海
』
が

世
界
の
モ
デ
ル
地
域
に
な
る
こ
と

を
期
待
し
た
い
」
と
絶
賛
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
能
登
半
島
の
経

済
に
与
え
る
波
及
効
果
は
期
待
で

き
る
半
面
、
世
界
に
誇
れ
る
『
能

登
の
里
山
里
海
』
を
大
切
に
守
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
責
任

が
伴
う
。
ま
た
、
山
と
海
、
農
林

水
産
業
が
一
体
と
な
っ
た
持
続
的

な
農
業
生
産
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
取

り
組
み
が
必
要
と
さ
れ
る
な
ど
、

こ
れ
ま
で
通
り
『
能
登
の
人
』
が

環
境
保
全
に
直
接
携
わ
り
、
行
政

や
産
業
界
な
ど
が
、
世
界
農
業
遺

産
の
称
号
を
ど
う
活
か
す
か
が
今

後
の
課
題
と
さ
れ
る
。

日
本
で
初
め
て
世
界
農
業
遺
産

に
認
定
さ
れ
た
地
域
に
住
む
私

た
ち
『
能
登
の
人
』
は
、
こ
れ
か

ら
求
め
ら
れ
る
も
の
に
十
分
に
応

え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
世

界
に
誇
れ
る
自
然
環
境
に
生
活
し

て
い
る
こ
と
を
認
識
す
る
大
き
な

き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

【
七
尾
市
の
地
域
資
源
で

             

主
に
評
価
さ
れ
た
も
の
】

●
中
島
菜　

●
ク
チ
コ　

●
コ
ノ
ワ
タ　

●
定
置
網

●
七
尾
西
湾
の
カ
キ
棚　

●
は
ざ
干
し　

●
棚
田

●
キ
リ
コ
祭
り　

●
お
熊
甲
祭　

●
青
柏
祭　

●
向
田
火
祭
り

次
世
代
へ
の
継
承
を
目
指
す

点
は
共
通
し
て
い
ま
す
が
、
国

連
教
育
科
学
文
化
機
関
（
ユ
ネ

ス
コ
）
の
世
界
遺
産
は
遺
跡
や

歴
史
的
建
造
物
、
原
生
的
な
自

然
を
登
録
対
象
と
し
て
い
る
の

に
対
し
て
、
世
界
農
業
遺
産
は
、

現
在
も
営
ま
れ
て
い
る
重
要
な

農
業
活
動
、
生
物
多
様
性
、
農

村
景
観
な
ど
を
有
す
る
地
域
を

認
定
す
る
も
の
で
す
。

世
界
農
業
遺
産
（
世
界
重
要

農
業
資
産
シ
ス
テ
ム
）
と
は
、

国
連
食
糧
農
業
機
関
が
平
成
14

年
か
ら
開
始
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
、
次
世
代
へ
継
承
す
べ
き

重
要
な
農
法
や
生
物
多
様
性
な

ど
を
有
す
る
地
域
を
認
定
す
る

も
の
で
す
。

ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
と
の

違
い
は
何
？

世
界
農
業
遺
産
と
は
何
？

『ＧＩＡＨＳ国際フォーラム』（６月11日　北京市内）
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市内で行われた活動や
イベントを紹介します

   東日本大地震で被災した宮城県多賀城市に同じ学校名
があるとわかり、４月に義援金などを届けた。そのきっ
かけから、ＰＴＡ役員が「被災地の復興への願い、また、
来年新校舎となるため、思い出が詰まった校舎への感謝
の気持ちを込めて朝顔の種３粒が入った風船を飛ばそ
う」と発案。運動会では全児童394人が「We love 山王！」
と声をかけ、一斉に飛ばした。大空に飛んだ風船は、偶
然にもハートの形をして被災地に向かって飛んだ。  
  

　大呑保育園とよつば保育園の４・５歳児23人が、崎山い
ちご生産組合のビニールハウスで『崎山いちご狩り』を体
験した。ビニールハウスに入る前から、辺りはいちごの甘
い香りが漂っていた。園児が入った途端、「えっ。いちごっ
てこんな高いところでできるの？！」と作業効率を考えた
水耕栽培を見て、びっくりした模様。園児は満面な笑みを
見せながら、真っ赤に色づいた崎山いちごを次から次へと
頬張っていた。

　「何が何でもという気持ちだけで、生きるのに一生懸命
だった」と人生を振り返る。若い頃に夫を亡くして以来、一
家の大黒柱として言葉にできないほどの苦労を重ね、３人
の子どもを育てあげた。周りの親戚の方々に助けられたと
今でも感謝の心は忘れない。新聞を読んだり、地域の集ま
りに参加したりして毎日を過ごす。週１回デイサービスにも
通い、楽しい日々を送っている。

　西湊保育園の園児69人と保護者約10人などにより「な
かよし花壇」造成式が行われた。なかよし花壇は、「な＝
なかよく、か＝かばいあい、よ＝よい子の、し＝しあわせ花
壇」の頭文字をもじったもの。園児が花を育てることによ
り、思いやりの心を養おうとする人権啓発活動のひとつ。
花植え作業が終わると、園児たちは「今日植えた花を友達
と一緒に大事にします」と大きな声で誓っていた。

　今回の参加者は男女合わせて 28 人。女の子が男の子
に勝つ場面もあり、盛り上がっていた。天神山小学校１
年生田中龍馬君は「相手は強かったけど、楽しかった」
と照れくさそうに話し、お母さんは「普段見ない龍馬を
見て男らしく感じた」とわが子の成長を感じていた。大
相撲の問題、学校で相撲場が消えるなど、寂しい話題
がある中、この大会は、小さな子どもが相撲道を経験
する大切な大会となっている。   
 

　地元七尾市を中心に、東は東京、西はよさこいの本場
高知県まで、過去最多の 54チームが参加。各チームはわ
くわくプラザステージを中心に６会場で、華やかに踊りな
がら鳴子を轟かせた。会場には、地元の人や観光客、中
には『おっかけ』など、多くの人が詰めかけた。大賞に輝
いたのは過去最多 4回目を受賞した『能登國涌浦七士』。
『能登よさこい祭り』が終わるとともに、能登の國はキリ
コ祭りなど、祭りムード一色になる。

ウ
ィ　

ラ
ブ　

山
王
！　

       

〜
復
興
へ
の
ね
が
い　

山
王
小
学
校
運
動
会
〜 
い
ち
ご
み
〜
つ
け
た
！

　
　

〜
え
っ
！
い
ち
ご
っ
て
・
・
・
〜 

森
下　

き
く
の　

さ
ん

　
　

１
０
０
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

「
な
か
よ
し
花
壇
」づ
く
り

　
　

〜
み
ん
な
で
仲
良
く
思
い
や
り
の
心
を
〜 
第
25
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
七
尾
大
会

　
　

〜
全
国
へ
の
挑
戦
〜 

第
15
回
能
登
よ
さ
こ
い
祭
り

　
　

〜
鳴
子
轟
く　

和
倉
の
ま
ち
に
〜 

５月28日：七尾市立山王小学校

６月９日（木）：崎山いちご生産組合ビニールハウス６月９日（木）：崎山いちご生産組合ビニールハウス

6月20日（月）：自宅（佐々波町） 6月14日（火）：西湊保育園6月14日（火）：西湊保育園

６月４日（土）～５日（日）：和倉温泉

５月15日（日）：愛宕山相撲場

七尾検定の答え　Q１　○　36.2℃（平成 23年８月４日）。８月５日には、平均気温 29.8℃を記録。（汗）　21 2011.7 月号




